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５.１

表紙　大きくなって帰ってきてね
　東渓小学校の児童１０９人が、４月10日に
東渓中学校前の河川敷で鮎の稚魚約8000匹を
放流しました。児童らは「大きくなって帰って
きてね」と優しく声を掛け、放流しました。
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９（中３）

小
中
一
貫
教
育
の
目
的

　
市
が
進
め
る
小
中
一
貫
教
育
の
目
的
は
、

義
務
教
育
９
年
間
を
一
体
的
に
捉
え
、

児
童
・
生
徒
に
義
務
教
育
を
修
了
す
る

に
ふ
さ
わ
し
い
「
確
か
な
学
力
」
「
豊

か
な
心
」
「
健
や
か
な
体
」
の
３
つ
の

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
「
生
き
る
力
」
を

育
む
こ
と
で
す
。

　

小
中
一
貫
教
育
の
特
色
は
、
小
中
学

校
が
共
通
の
学
校
教
育
目
標
の
下
、
連

続
性
・
継
続
性
・
系
統
性
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
教
育
課
程
や
指
導
方
法
を
工
夫
し
、

同
じ
施
設
内
で
一
貫
し
た
教
育
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

大
明
小
中
学
校
で
は
、
こ
の
特
色
を

生
か
し
な
が
ら
新
し
い
学
校
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

学校教育目標

～学びあい・支えあい・みがきあい～
ふるさとに誇りを持ち　人間性豊かに　たくましく生き抜く児童生徒の育成

小中一貫校の柱
・小中一貫カリキュラムを基に連続性・継続性・系統性を生かした「わかる授業」
・様々な交流活動を通した「豊かな人間性・社会性」
・学校・家庭・地域の連携による「特色ある学校」

基礎学力の定着期
生活力の基礎期

やる気いっぱい学ぶ子
笑顔いっぱいの子
進んで運動する子

自ら学び、共に学び合う
互いを認め合える子

健康生活を見つめ改善する子

主体的に学び豊かに表現する子
自他を大切にし思いやりのある子
たくましい体と心を持ち、
夢に向かって挑戦する子

学習の自立期
生活力の自立期

進路実現期
生活力の充実期

区分
前期 中期 後期

学年 １（小１）２（小２）３（小３）４（小４） ５（小５） ６（小６） ７（中１） ８（中２）

目指す姿

ふるさとに誇りを持ち
夢や志を育む教育活動
（生活科・総合的な学習）

・故郷の自然や文化から学ぶ「ふるさと学習」
・職業や地域の人の生き方に学ぶ「生き方学習」
・地域の偉人の生き方に学ぶ「先哲学習」
・表現の場や学年間の交流
・地域での体験活動

特色を生かした教育体制
（小中の教員による連携した指導）

・前期（小１～４年）　学級担任による授業
・中期（小５・６年）　一部教科担任制の導入　
　　　　　　　　　　　一部中学校教員による指導
・後期（中１～３年）　教科担任制　
　　　　　　　　　　　一部小学校教員による指導

【問合せ】教育総務課学校施設管理係　☎㉒８２３４（市役所別館３階）
　　　　　学校教育課指導係　　　　　☎㉒８２２１（市役所別館２階）

・「治めて後学ばせる」
　  基礎基本を徹底して鍛える教育
・「みなよろし」を基調とした児童・生徒・教職員の
　  良さを生かす丁寧な教育
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４
月
７
日
、
日
田
市
で
初
め
て
と
な

る
施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校
「
日
田
市

立
小
中
一
貫
校　

修
明
校
（
通
称
）
」

が
開
校
し
ま
し
た
。

施
設
の
概
要
・
特
色

　

施
設
一
体
型
の
小
中
一
貫
教
育
制
の

導
入
に
伴
い
、
新
た
に
校
舎
及
び
屋
内

運
動
場
を
建
設
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

プ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
も
、

順
次
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

①
校
舎

中
央
の
特
別
教
室
棟
を
挟
み
、
左
右
に

小
学
校
棟
と
中
学
校
棟
を
配
置
し
ま
し

た
。
周
辺
地
域
の
景
観
と
調
和
を
図

り
、
木
材
を
多
用
し
た
温
も
り
が
感
じ

ら
れ
る
校
舎
で
す
。
ま
た
、
異
な
る
学

年
の
交
流
の
場
と
し
て
多
目
的
ス
ペ
ー

ス
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
、
小
中
共
用
の
図

書
室
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

・
工
事
期
間

　
平
成
23
年
９
月
〜
平
成
24
年
11
月

・
構
造

　

木
造
２
階
（
一
部
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
３
階
）
建

・
延
べ
床
面
積　
３
７
６
７
・
２
６

・
工
事
費
　
７
億
８
６
０
０
万
円

②
屋
内
運
動
場

既
存
の
校
舎
と
調
和
を
図
っ
た
デ
ザ

イ
ン
で
内
装
材
に
は
可
能
な
限
り
木

材
を
使
用
し
た
温
か
み
が
感
じ
ら
れ

る
体
育
館
で
す
。

・
工
事
期
間

　
平
成
23
年
12
月
〜
平
成
25
年
１
月

・
構
造　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・
屋

根
構
造
は
木
造

・
延
べ
床
面
積　
１
３
０
４
・
７
９

・
工
事
費
　
２
億
４
５
０
０
万
円

１.温もりが感じられる校舎
２.異学年交流に対応したランチ  
　 ルーム
３.屋内運動場は、小・中学生共
　 用に対応した面積を整備

１２

３

ｍ2

ｍ2

日
田
市
初
の
施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校

大
明
小
学
校
・
大
明
中
学
校
が
開
校
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水
道
料
金
の
統
一
の
経
緯

　

日
田
市
で
は
、
簡
易
水
道
施
設
46
か

所
、
給
水
施
設
７
か
所
、
上
水
道
１
施

設
の
計
54
施
設
を
管
理
・
運
営
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
設
の
使
用
料
金
は

施
設
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
21
年
度
か
ら
合
併
協
定
に
基
づ

き
、
使
用
料
金
を
一
本
化
す
る
検
討
を

行
い
ま
し
た
。
検
討
の
結
果
、
利
用
者

の
公
平
な
負
担
と
事
業
の
安
定
し
た
運

営
を
持
続
す
る
た
め
、
料
金
を
統
一
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
　
料
金
統
一
の
内
容

　
下
記
の
料
金
表
の
と
お
り
、
10
月
か

ら
水
道
料
金
を
統
一
し
ま
す
。

　

な
お
、
地
区
や
使
用
水
量
、
メ
ー
タ

ー
の
口
径
に
よ
っ
て
料
金
が
大
き
く
変

わ
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
激
変
緩
和
策

と
し
て
、
５
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
10
年
間

の
経
過
措
置
を
実
施
し
ま
す
。

※
飲
用
井
戸
施
設
は
、
今
回
の
料
金
統
一
の

対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
統
一
後
の
水
道
料
金
表

・
湯
屋
用
料
金

　
基
本
料
金
（
１
０
０
　
ま
で
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
２
８
０
円

　
従
量
料
金
（
１
０
１
　
以
上
）　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
99
円
／

※
公
衆
浴
場
、
温
泉
、
共
同
浴
場
等
の
加
水

用
途
で
一
般
使
用
水
と
区
別
が
さ
れ
て
い

る
場
合
に
限
り
適
用
し
ま
す
。

　 

統
一
前
・
統
一
後
の
変
更
点

　
次
の
①
〜
④
の
変
更
を
行
い
ま
す
。

①
口
径
別
料
金
体
系
を
採
用

　
こ
れ
ま
で
大
山
町
と
天
瀬
町
を
除
い
て
、

用
途
別
料
金
体
系
を
採
用
し
て
い
ま

し
た
が
、
区
分
が
曖
昧
で
あ
る
等
の

理
由
か
ら
、
客
観
的
に
区
分
で
き
る

口
径
別
料
金
体
系
を
採
用
し
ま
す
。

※
次
の
場
合
は
実
際
に
設
置
さ
れ
て
い
る
メ

ー
タ
ー
の
口
径
よ
り
小
さ
い
口
径
と
み
な

し
て
料
金
を
算
定
し
ま
す
。

・
一
般
家
庭
で
20
㎜
口
径
メ
ー
タ
ー
を
設
置

し
て
い
る
場
合
は
13
㎜
と
み
な
し
ま
す（
申

請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

・
使
用
状
況
の
変
更
で
口
径
が
過
大
に
な
っ

た
場
合
や
消
火
設
備
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
使
用
状
況
に
応
じ

た
口
径
と
み
な
し
ま
す
（
事
前
に
申
請
が

必
要
で
す
）

②
基
本
水
量
の
引
下
げ

　

単
身
世
帯
の
増
加
や
節
水
機
器
の
普

及
等
に
よ
り
小
口
の
使
用
者
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
負
担
軽

減
の
た
め
基
本
水
量
を
10　

か
ら
８

　
に
引
き
下
げ
ま
す
。

平
成
25
年
10
月
か
ら

水
道
料
金
を
統
一
し
ま
す

３
月
の
日
田
市
議
会
で
、
上
水
道
、
簡
易
水
道
、
給
水
施
設
の
料
金
を
統
一
す
る
条
例
改
正
案
が
可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。

水道料金統一の経緯

平成17年３月22日
市町村合併

[合併協定]
上水道の料金については現行どおりとする。簡易
水道、給水施設の料金については合併後５年間
（21年度まで）は現行のとおりとする。その後
については、財政状況、維持管理状況、住民の負
担公平を勘案しつつ、一本化に向けた検討を新市
において行う。

平成21年４月
日田市水道事業運営検討委員会設置

平成22年２月　検討委員会答申
簡易水道等の料金は上水道の水準を基本に統一する

（経過措置の検討）

平成24年２月　素案策定
計32回の住民説明会等を開催

平成25年３月
市議会に条例改正案を提案し、可決・成立

メーターの
口径

基本料金 従量料金
（８ｍ3まで）

13㎜
20㎜
25㎜
30㎜
40㎜
50㎜
65㎜
75㎜
100㎜

1,048円
1,250円
3,000円
5,740円
8,470円
23,570円
25,490円
26,770円
29,960円

166円／ｍ3 220円／ｍ3

（９ｍ3以上）（21ｍ3以上）

【
問
合
せ
】
水
道
課
管
理
係
☎
㉒
８
２
２
０
（
市
役
所
５
階
）

ｍ3

ｍ3

ｍ3

ｍ3 ｍ3
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統一後の料金

5,240円

10月から

１年目
（1.25倍）
3,080円

２年目
（1.5倍）
3,700円

３年目
（1.75倍）
4,320円

４年目
（2.0倍）
4,940円

５年目～
（2.25倍～）
5,240円

2.12倍

経過措置 段階的に引上げ（現行比を基に算出）

※経過措置の対象になるかどうかの判定は、毎月行い
ます。

③
湯
屋
用
料
金
の
適
用
範
囲
を
拡
大

　

こ
れ
ま
で
一
般
公
衆
浴
場
（
銭
湯
）

に
適
用
し
て
き
た
湯
屋
用
料
金
の
適

用
範
囲
を
、
高
温
度
の
源
泉
に
加
水

を
行
う
温
泉
や
共
同
浴
場
等
に
拡
大
し

ま
す
。
適
用
に
は
、
他
の
一
般
使
用
水

と
区
分
（
別
配
管
）
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

④
特
別
料
金
の
廃
止

　

消
防
演
習
用
及
び
臨
時
用
（
大
山
地
区
）

の
特
別
料
金
は
、
廃
止
し
ま
す
。

※
消
防
演
習
の
際
に
は
従
来
通
り
事
前
の
届

出
が
必
要
で
す
。

　 

料
金
統
一
に
伴
う
経
過
措
置

　

料
金
統
一
に
伴
う
激
変
緩
和
策
と
し
て
、

10
月
か
ら
平
成
35
年
９
月
ま
で
の
10
年

間
、
経
過
措
置
を
実
施
し
ま
す
。

　

現
行
料
金
と
統
一
料
金
を
比
較
し
て

引
上
げ
に
な
る
場
合
は
、
そ
の
変
化
率

に
応
じ
て
上
限
を
設
定
し
、
上
限
を
超
え

る
額
は
徴
収
し
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。
ま

た
、
引
下
げ
に
な
る
場
合
は
、
１
年
目
か

ら
統
一
料
金
を
適
用
し
ま
す
。

■
上
限
の
設
定

　

１
年
目
（
10
月
〜
平
成
26
年
９
月
）

現
行
比
１
・
25
倍

　

２
年
目
（
平
成
26
年
10
月
〜
27
年
９
月
）

現
行
比
１
・
５
倍

　
３
年
目
（
平
成
27
年
10
月
〜
28
年
９
月
）

現
行
比
１
・
75
倍

　
毎
年
０
・
25
倍
ず
つ
引
上
げ

　
９
年
目
（
平
成
33
年
10
月
〜
34
年
９
月
）

現
行
比
３
・
25
倍

　
10
年
目
（
平
成
34
年
10
月
〜
35
年
９
月
）

現
行
比
３
・
５
倍

　
11
年
目
以
降
（
平
成
35
年
10
月
〜
）

上
限
設
定
な
し

　 

料
金
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

　
　
　
　
　
　     

で
き
ま
す

　

統
一
前
後
の
料
金
や
経
過
措
置
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
ソ
フ
ト

（
エ
ク
セ
ル
形
式
）
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

水道料金を統一します

………………

経過措置の例

（基本料金）

1,570円

現在 10月から
合計

1,380円
基本料金
（８ｍ3まで）
1,048円

従量料金
（９～20ｍ3は166円／ｍ3）

332円

2,470円
現在

190円
の引下げ

例１：引下げになる場合
天瀬振興局管内の簡易水道
13㎜口径メーターでひと月に10ｍ3の水道を使用した場合

例２：引上げになる場合
天瀬振興局管内の簡易水道
13㎜口径メーターでひと月に30ｍ3の水道を使用した場合

１年目は
料金の変化率が
1.25倍以上の
場合に経過措置が
適応されます
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※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページからも申込みができます。

【問合せ】文化財保護課埋蔵文化財係☎㉔７１７１

考古学講座受講生募集

総合開会式一般観覧者募集
　７月28日に大分銀行ドーム（大分市）で開催さ
れる平成25年度全国高等学校総合体育大会（イン
ターハイ）総合開会式の一般観覧者を募集します。
　高校生の笑顔と活力にあふれる開会式を会場で
ご覧ください。

▶申込期限　６月７日㈮
※観覧無料。
※申込書は市役所１階３日以内窓口係又は中央公民館に
備え付けています。

　大会ホームページ（http://www.2013soutai.jp）か
らも申込みができます。

売店等出店者募集
　日田市の物産等を広くＰＲすることを目的に大
会会場に出店する業者を募集します。

▶とき
・自転車競技
　７月30日㈫（開会式）・31日㈬
　オートポリス（上津江町）
・フェンシング競技
　８月３日㈯（開会式）～７日㈬
　総合体育館
▶販売品目
　食品（弁当類・パン類・飲料水など）、土産品（日
田市の特産品など）、スポーツ用品等、写真・
　ビデオ記録（自転車競技会場のみ）
※詳細は、事務局にお問い合わせください。
▶出店料
　無料（売店の設置・運営・撤去等に係る経費は
全て出店者負担）

※自転車競技会場は一部出店料が必要です。
※申請書は中央公民館に備え付けています。
▶申込期限　５月20日㈪

【問合せ】日田市実行委員会事務局☎㉒８２８０

２０１３未来をつなぐ北部九州総体
一般観覧者・出店者募集

　「廣瀬淡窓と考古学ことはじめ」をテーマに、
近世日田を代表する先哲である廣瀬淡窓先生の古
物との関わりとその歩んだ道に視点を当て、淡窓
先生が歩んだ名所旧跡を巡ります。

▶とき・内容・講師（変更になる場合があります）
・第１講（公開講座）
　「淡窓先生と考古学ことはじめ（仮題）」
　別府大学名誉教授　後藤宗俊氏
　６月13日㈭　午後７時～８時30分
・第２講
　「淡窓先生の歩んだ道１長崎街道篇」
　大村市東彼杵町（淡窓先生ゆかりの文化財）見
学バスツアー
　大村市教育委員会文化振興課職員　大野安生氏
　７月20日㈯　午前８時～午後５時
・第３講
　「廣瀬淡窓と石人と岩戸山古墳」（講義）　
　八女市教育委員会社会教育課職員　大塚恵治氏
　８月18日㈰　午前10時～11時30分
・第４講
　「廣瀬淡窓と帰安碑と横穴墓」（講義）
　日田市教育委員会文化財保護課職員
　９月14日㈯　午前10時～11時30分
・第５講
　「淡窓先生の歩んだ道２竹田・佐伯・臼杵篇」
竹田・佐伯・臼杵ほか見学１泊２日バスツアー
　竹田・佐伯・臼杵市教育委員会職員
　10月26日㈯・27日㈰
▶ところ
　第１講　　　パトリア日田小ホール
　第２・５講　現地
　第３・４講　埋蔵文化財センター２階講座室
▶受講料　無料（バスツアーは個人負担有り）
▶募集数　50人程度（15歳以上、先着順）
※受講を希望する人は、文化財保護課に住所、氏名、年
齢、連絡先を電話、ファックス、はがき又はメールで
連絡してください。

▶申込期限　５月21日㈫
▶申込先
　〒８７７-００７７
　南友田町５１６-１
　文化財保護課埋蔵文化財係（埋蔵文化財センタ
ー内）☎㉔７１７１㉔７０２４
　　bunka@city.hita.oita.jp

講　座募　集
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【問合せ】企画課政策企画係☎㉒８２２７

「協働のまちづくり出前懇談会」
を始めます

　「協働のまちづくり出前懇談会」は、市の部長
や課長などが地域に出向き、日田市の現状や事業
などを説明して市民の皆さんと意見交換を行う会
です。
　将来の日田市を担う若者たち、特に中学・高校
生の積極的な参加をお待ちしています。
　第１回目の懇談会は５月から地区ごとに開催す
る予定です。
※開催日時は、地区ごとにお知らせします。

▶議題（予定）　
　平成25年度の事業説明、自治基本条例、地域の
課題などの意見交換

【問合せ】文化財保護課文化財管理係☎㉔７１７１

文化財の指定

　市指定文化財の指定を行い
ましたのでお知らせします。

▶指定年月日
　平成25年３月28日
　指定番号56
▶指定物件
　無形民俗文化財
　烏宿神社はだか参り

　　　　　　　　　　（カラトマリジンジャハダカマイリ）
▶指定概要
　大山町の烏宿神社で、霜月祭りの前夜である毎
年12月14日の夜に締め込み姿の男衆が参道を駆
け上がる伝統的な祭事である。烏宿神社はかつ
て女人禁制の修験霊場であった烏宿山の山頂に
所在する。この祭事は、江戸時代の大飢きんの
際に、日田代官が烏宿神社にある「御池」の水
が病虫害に効く事を知り、日田郡内に配布を命
じた。配布された御池の水を田にまいたところ
虫が発生せず、餓死者が出なかったことに感謝
した地元の若者が裸で参拝したことが由来とさ
れる。

▶保存団体　烏宿神社はだか参り実行委員会

【問合せ】税務課税制窓口係☎㉒８３９７

軽自動車税・自動車税の
納税は５月31日までに

軽自動車税
▶納期限　５月31日㈮
※軽自動車税の領収証書は、車検を受けるときに必要で
すので、車検証と一緒に大切に保管してください。納
税通知書は５月10日に発送予定です。

・軽自動車税の減免
　次の①から③のいずれかに該当する場合は、軽
自動車税の減免を受けられる場合があります。詳
細は税務課税制窓口係又は各振興局にお問い合わ
せください。
▶申請期限　５月24日㈮
①障がい者減免
　障がい者本人が所有し、障がい者のために使用
する軽自動車（障がい者が18歳未満の場合等
は、家族所有の軽自動車も含む）

※減免の対象となる障がいの程度、軽自動車の使用頻度
等には一定の基準があります。

▶申請に必要なもの
　印鑑、運転免許証、車検証、身体障害者手帳又
は戦傷病者手帳又は療育手帳又は精神障害者保
健福祉手帳、軽自動車税納税通知書
②身体障がい者用構造減免
　身体障がい者が利用するために改造された軽自
動車

▶申請に必要なもの
　印鑑、車検証、構造が確認できる写真、軽自動
車税納税通知書
③公益減免
　公益法人などが所有する軽自動車で、公益のた
めに直接使用する車

▶申請に必要なもの
　会社の代表者印、車検証、軽自動車税納税通知
書、運行計画書等、定款

自動車税（普通自動車）
▶納期限　５月31日㈮
※自動車税は、４月１日現在の登録上の所有者（割賦販
売の場合は使用者）に課税されますので、納期限内に
納付してください。納期限を過ぎた場合には延滞金が
加算されます。

※自動車税に関する詳細は、大分県日田県税事務所（☎
㉒４１７５）にお問い合わせください。

お知ら
せ

お知ら
せ

みいけ

お知ら
せ
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Information ５.１ 次回の広報ひた５月15日号は、５月15日㈬に発送します。

　
な
り
ま
す
の
で
、
社
会
福
祉
課
に
必
ず
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
を

含
む
）
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い

者
の
援
護
施
設
な
ど
）
に
入
所
し
た

　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

　
健
康
で
活
力
あ
る
人
生
を
送
る
た
め
、

80
歳
で
20
本
の
歯
を
残
す
こ
と
を
目
指
す

「
８
０
２
０
運
動
」
の
一
環
と
し
て
コ
ン

ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　
６
月
２
日
㈰ 

※
時
間
は
、
申
込
み
時
に
連
絡
し
ま
す
。

■
と
こ
ろ　
パ
ト
リ
ア
日
田
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
参
加
資
格　

・
親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　
虫
歯
な
し
又
は
全
て
治
療
済
み
の
母

と
、
平
成
24
年
度
に
３
歳
児
健
診
を
受

診
し
、
虫
歯
が
な
か
っ
た
幼
児

・
高
齢
者
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　
80
歳
以
上
（
昭
和
８
年
３
月
31
日
以
前

生
ま
れ
）
で
自
分
の
歯
（
歯
の
根
）
が

20
本
以
上
残
っ
て
い
る
人

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
５
月
13
日
㈪

　
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト･

セ
ン
タ
ー

ま
か
せ
て
会
員
養
成
講
習
会

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

と
は
、
子
育
て
の
手
助
け
を
受
け
た
い
人

（
お
ね
が
い
会
員
）
と
手
助
け
を
行
い
た

い
人
（
ま
か
せ
て
会
員
）
が
会
員
と
な
り
、

地
域
の
中
で
互
い
に
支
え
合
う
会
員
組
織

で
す
。
ま
か
せ
て
会
員
に
新
規
登
録
す
る
人

を
対
象
に
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。
登
録
に

は
受
講
が
条
件
で
す
。

■
と
き
（
両
日
の
受
講
が
必
要
）

①
５
月
19
日
㈰　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

②
５
月
20
日
㈪

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
中
央
児
童
館

※
参
加
無
料
。
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
５
月
13
日
㈪

　
中
央
児
童
館　
☎
㉗
６
４
０
６

離
乳
食
教
室

■
と
き　
５
月
28
日
㈫　
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階
料
理
教
室

■
対
象　
生
後
５
か
月
か
ら
９
か
月
ま
で

の
乳
児
の
保
護
者

■
募
集
数　
15
組
（
先
着
順
）

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
子
申
請
有
り
。

■
申
込
期
限　
５
月
20
日
㈪

　
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

点
字
講
座
開
催

　
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
の
た
め
の
講

座
を
開
催
し
ま
す
。　

■
と
き　
６
月
〜
平
成
26
年
３
月
の
間
の

毎
月
第
１
・
２
・
３
金
曜
日

　
午
後
７
時
〜
９
時

■
と
こ
ろ　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
３
階
会
議
室

■
受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
１
６
８

０
円
は
自
己
負
担
）

■
募
集
数　
20
人
（
先
着
順
）

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
５
月
31
日
㈮

※
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
㉔
７
０
２
６

介
護
職
員
初
任
者
研
修
（
旧
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
講
座
）
の

　
　
　

 

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

■
と
き

　
６
月
３
日
㈪
〜
８
月
23
日
㈮
の
間
の
38

日
間
（
原
則
、
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
）

　
午
後
５
時
30
分
又
は
６
時
30
分
か
ら

■
と
こ
ろ　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
日
田

園
（
石
井
１
丁
目
）
他

■
対
象　
全
日
程
を
受
講
で
き
る
人

■
募
集
数　
20
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料

　
６
万
５
９
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

※
申
込
書
は
日
田
園
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、日
田
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
日
田
園
介
護
職
員
初
任
者
研
修
事
業
係

　
☎
㉓
３
５
３
５

　
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

不
妊
治
療
費
助
成
事
業

■
対
象　
次
の
全
て
を
満
た
し
て
い
る
夫
婦

①
婚
姻
後
１
年
以
上
経
過
し
て
い
て
、
不

妊
治
療
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

②
夫
婦
共
に
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て

い
て
、
市
税
を
完
納
し
て
い
る
（
仕
事

等
や
む
を
得
な
い
理
由
で
一
方
が
市
内

に
居
住
し
て
い
る
又
は
近
い
将
来
夫
婦

が
居
住
す
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と
が
必
要
）

■
助
成
対
象
費
用

　
人
工
授
精
、
体
外
受
精
、
顕
微
授
精
等

医
療
保
険
適
応
外
の
治
療
費

※
入
院
費
、
食
事
代
等
治
療
に
直
接
関
係
の
な

い
費
用
は
除
き
ま
す
。

※
体
外
受
精
、
顕
微
授
精
は
大
分
県
不
妊
治
療

費
助
成
事
業
な
ど
で
指
定
し
た
医
療
機
関
で

行
っ
た
場
合
の
み
適
応
し
ま
す
。

■
助
成
額
・
助
成
期
間

　
１
年
度
に
つ
き
助
成
対
象
費
用
の
２
分

の
１
（
１
年
度
10
万
円
を
限
度
、
通
算

５
年
度
を
限
度
）

※
大
分
県
不
妊
治
療
等
助
成
事
業
等
の
制
度
を

優
先
的
に
活
用
し
ま
す
。

■
申
請
期
限

　
治
療
を
受
け
た
日
が
属
す
る
月
末
か
ら

１
年
以
内

　
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

オ
ム
ツ
サ
ー
ビ
ス
が
変
わ
り
ま
す

　
市
で
は
、
在
宅
の
寝
た
き
り
の
高
齢
者

で
オ
ム
ツ
が
必
要
な
人
に
オ
ム
ツ
代
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
４
月
購
入
分
か

ら
、
対
象
者
が
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

に
変
わ
り
ま
す
。

　
助
成
を
申
請
す
る
際
に
、
世
帯
の
市
民

税
課
税
状
況
を
確
認
し
ま
す
の
で
、
印
鑑

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）
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くらしの情報

固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
を

　
　
　
　
　
　
　
発
送
し
ま
す

　
平
成
25
年
度
の
固
定
資
産
税
の
１
年
分

（
第
１
〜
４
期
分
）
の
納
付
書
を
５
月
中

旬
に
発
送
し
ま
す
。
第
２
期
以
降
分
の
納

付
書
は
大
切
に
保
管
し
、
各
納
期
限
ま
で

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
一
括
し

て
納
付
す
る
場
合
は
、
全
納
期
分
の
納
付

書
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
第
１
期
か
ら
第
４

期
分
の
４
枚
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
第

１
期
の
納
期
限
は
５
月
31
日
で
す
。

　
税
務
課
資
産
税
係

　
☎
㉒
８
２
０
６
（
市
役
所
１
階
）

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

　
銃
砲
や
刀
剣
類
の
所
持
・
売
買
の
た
め

に
は
登
録
が
必
要
で
す
。
未
登
録
や
新
規

取
得
の
銃
砲
刀
剣
類
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
と
き　
①
５
月
８
日
㈬　
②
７
月
10
日
㈬

③
９
月
11
日
㈬　
④
11
月
13
日
㈬　
⑤

平
成
26
年
１
月
８
日
㈬　
⑥
平
成
26
年

３
月
12
日
㈬ 

※
時
間
は
全
て
午
後
１
時
〜
５
時

■
と
こ
ろ　

　
①
②　
　
大
分
県
庁
別
館
６
階
61
会
議
室

　
③
〜
⑥　
大
分
県
庁
別
館
８
階
84
会
議
室

※
都
合
に
よ
り
会
場
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■
持
参
す
る
も
の　
現
物
、
発
見
届
出
済

証
、
登
録
手
数
料（
１
件
６
３
０
０
円
）

※
家
族
以
外
の
代
理
人
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

※
手
続
が
複
雑
な
の
で
、
事
前
に
連
絡
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
大
分
県
教
育
庁
文
化
課　
　

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
４
９
８

市
内
の
高
校
生
の
就
学
を
援
助

■
対
象　
市
内
の
高
校
に
就
学
す
る
生
徒

の
保
護
者
で
中
津
江
村
及
び
上
津
江
町

に
住
所
が
あ
る
人
の
う
ち
、
下
宿
等
に

係
る
費
用
を
支
払
っ
て
い
る
人
で
、
市

税
を
完
納
し
て
い
る
人

■
補
助
対
象
費
用　
下
宿
（
部
屋
代
・
食

費
）、
学
校
寮
（
寮
費
・
食
費
）、
親
戚

宅
等
（
家
賃
・
食
費
相
当
額
）

※
就
学
す
る
高
校
か
ら
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内

の
下
宿
等
に
限
り
ま
す
。

※
食
費
相
当
額
は
、
１
人
に
つ
き
２
万
５
０
０

０
円
（
定
額
）。

※
い
ず
れ
も
電
気
代
等
の
管
理
費
は
除
き
ま
す
。

■
補
助
金
額
（
月
額
）　
補
助
対
象
費
用

か
ら
３
万
５
０
０
０
円
を
控
除
し
、
１

０
０
円
未
満
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額

※
上
限
額
は
月
額
１
万
３
０
０
０
円
。（
親
戚
宅

等
は
８
０
０
０
円
）

■
申
請
期
限　
５
月
17
日
㈮

※
６
月
以
降
に
下
宿
等
の
利
用
を
開
始
し
た
場

合
は
、
開
始
日
の
属
す
る
月
の
末
日
ま
で
が

期
限
で
す
。

※
申
請
書
は
、
左
記
及
び
各
振
興
局
に
備
え
付

け
て
い
ま
す
。　

　
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
３
４
（
市
役
所
別
館
３
階
）

８
坪
農
園
耕
作
者
募
集

　
■
農
園
名
・
耕
作
区
画
数

・
日
ノ
隈
農
園　
　
１
区
画

・
田
島
農
園　
　
　
２
区
画

・
竹
田
農
園　
　
　
13
区
画

■
農
園
面
積　
１
区
画
約
26

■
貸
付
期
間　
契
約
の
日
か
ら
平
成
26
年

３
月
31
日
ま
で

■
貸
付
対
象
者　

　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

■
利
用
料

　
１
区
画
１
０
０
０
円

※
契
約
時
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
申

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
申
込
期
限　
５
月
24
日
㈮

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　
☎
㉔
２
１
２
３

街
な
か
に
ぎ
わ
い
プ
ラ
ン
を
募
集

　
県
で
は
、
商
店
街
を
よ
り
魅
力
の
あ
る

場
に
す
る
プ
ラ
ン
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

審
査
の
上
、
プ
ラ
ン
が
採
用
さ
れ
た
事
業

は
、
実
施
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
申
込
期
限　
６
月
21
日
㈮

※
詳
細
は
、
大
分
県
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
振
興

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
大
分
県
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
振
興
課

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
２
８
５

　
商
工
労
政
課
商
業
・
労
働
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

鳥
を
新
た
に
飼
育
し
始
め
た
人
や

　
　
　
　
　
飼
育
を
や
め
た
人
へ

　
防
疫
対
策
の
た
め
、
平
成
24
年
４
月
以

降
に
家
き
ん
を
飼
育
し
始
め
た
人
や
飼
育

を
や
め
た
人
は
、
種
類
や
羽
数
な
ど
の
報

告
を
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
農
業
振
興
課
又
は
各
振
興
局
産
業
建

設
課
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
家
き
ん
と
は
、
鶏
、
あ
ひ
る
、
う
ず
ら
、
き
じ
、

ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、
七
面
鳥
、
ダ
チ
ョ
ウ
の
こ
と
で
、

イ
ン
コ
な
ど
の
ペ
ッ
ト
も
含
み
ま
す
。

　
農
業
振
興
課
内
水
面
・
畜
産
振
興
係

　
☎
㉒
８
２
１
１
（
市
役
所
３
階
）

光
回
線
の
電
話
勧
誘
に

　
　
　
　
　
　
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
光
回
線
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線

や
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
契
約
を
勧
め
る
電
話
が

何
度
も
掛
か
っ
て
く
る
と
い
う
相
談
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
料
金
が
通
常

よ
り
安
く
な
る
」「
無
料
の
期
間
が
あ
る
」

と
言
わ
れ
て
も
実
際
は
契
約
期
間
に
制
約

が
あ
る
場
合
が
多
く
、
解
約
の
時
期
に
よ

っ
て
は
解
約
料
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
は
、

電
話
勧
誘
で
あ
っ
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
つ
こ
い
電
話
勧
誘
を
断
る
と
き
は
、

業
者
名
、
連
絡
先
、
担
当
者
名
を
聞
い
た

上
で
、
き
っ
ぱ
り
と
断
り
、
電
話
を
し
な

い
で
ほ
し
い
と
は
っ
き
り
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　
市
民
活
動
推
進
課
生
活
安
全
・
消
費
生
活
係

　
☎
㉒
９
３
９
３
（
市
役
所
２
階
）

５
月
は
福
祉
手
当
の
支
給
月

　
２
月
か
ら
４
月
ま
で
の
福
祉
手
当
（
特

別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
）
を

５
月
10
日
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
が
支
給
で
き
な
く

お
知
ら
せ

保
健
・
福
祉

ｍ2
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タ
ウ
ン
情
報

日
本
赤
十
字
社
へ
の
寄
附
を
募
集

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
災
害
時
の
救
護

活
動
、
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
献
血
活

動
な
ど
に
活
用
す
る
資
金
へ
の
寄
附
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
税
制
優
遇
措
置
の
ほ
か
、

20
万
円
以
上
寄
附
し
た
人
に
は
有
功
章
等

が
日
本
赤
十
字
社
か
ら
授
与
さ
れ
ま
す
。

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

老
齢
基
礎
年
金
の

　
　
　
繰
上
げ
・
繰
下
げ
請
求

　
老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は
原

則
と
し
て
65
歳
で
す
が
、
65
歳
前
に
繰
り

上
げ
て
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
繰
上
げ
請
求
を
し
た
場
合
、

年
金
額
の
減
額
や
障
害
基
礎
年
金
を
請
求

で
き
な
く
な
る
等
の
留
意
点
が
あ
る
の

で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
66
歳
以
降
に
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
始
め
る
繰
下
げ
請
求
を
し
た
場
合

は
、
年
金
額
が
増
額
さ
れ
ま
す
。

※
一
度
、
減
額
・
増
額
を
し
た
支
給
額
は
、
一

生
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

　
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所　
　

　
☎
㉒
６
１
７
４

春
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

■
と
き

　
５
月
19
日
㈰　
午
前
６
時
〜
９
時

■
と
こ
ろ　
萩
尾
公
園
（
生
涯
学
習
交
流

セ
ン
タ
ー
下
駐
車
場
集
合
）

■
参
加
費　
無
料

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
子
申
請
有
り
。

　
博
物
館　
☎
㉒
５
３
９
４

あ
し
な
が
Ｐ
ウ
ォ
ー
ク
10 　
ひ
た

　
市
内
を
10
㎞
歩
行
後
、
日
田
駅
前
集
合
・

解
散
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
（
雨
天
決
行
）

　
５
月
４
日
㈷

　
午
前
10
時
出
発
（
午
前
９
時
30
分
集
合
、

　
午
後
１
時
終
了
予
定
）

　
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
前
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

□
参
加
資
格

　
年
齢
を
問
わ
ず
10
㎞
歩
行
可
能
な
人

（
車
い
す
の
人
も
大
歓
迎
）

□
参
加
費

　
大
人
・
大
学
生
５
０
０
円
、
中
学
・
高

校
生
３
０
０
円
、
小
学
生
以
下
１
０
０

円
（
傷
害
保
険
、
運
営
費
を
含
む
）

　
昭
和
学
園
高
校
（
五
島
・
坂
本
）

　
☎
㉓
８
７
３
７

第
６
回
キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
イ
ク
ル
大
会

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
５
月
19
日
㈰　
午
後
１
時
〜

　
（
受
付
は
午
前
11
時
30
分
か
ら
）

　
陸
上
競
技
場

□
参
加
資
格　
小
・
中
学
生

□
参
加
費　
３
０
０
円
（
保
険
料
込
み
）

※
申
込
用
紙
は
、
陸
上
競
技
場
、
総
合
体
育
館
、

　
サ
ン
ヒ
ル
ズ
ひ
た
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

□
申
込
期
限　
５
月
14
日
㈫

　
（
高
村
）☎
０
９
０
‐
３
７
３
７
‐
７
８
０
７

　
（
佐
藤
）☎
０
８
０
‐
５
６
０
５
‐
９
１
２
７

日
田
い
ち

□
と
き
・
と
こ
ろ（
雨
天
中
止
）　

　
５
月
12
日
㈰　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
中
央
公
園

□
参
加
費　
１
ブ
ー
ス
５
０
０
円（
高
校
生

以
下
無
料
）、
飲
食
ブ
ー
ス
１
０
０
０
円

※
申
込
書
は
市
役
所
２
階
市
民
活
動
推
進
課
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
。
５
月
８
日
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
日
田
プ
レ
イ
ス（
西
岡
）

　
☎
０
９
０
‐
８
８
３
３
‐
２
３
１
９

こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

みんなの意見を大切に

　人権に関する市民意識調査では、
「村八分を思い出す事があります。誰
にでも身近なところで湧き出ることが
あるのです。その立場になり苦しんで
いる人は大勢います。人間関係とは何
なのでしょうか」「町内で一部の人が
仕切って都合のいいようにやっていま
す。勝手な行動を正すことができず、
声を上げる事ができない、大人しい
人、弱い人への人権が害されていま
す」という意見がありました。
　町内行事を積極的に行う人は、まち
の活性化を願い、親睦を深めようとそ
の活動に貢献していると思います。し
かし、慣例や自分の考えに捉われ過ぎ
ると人の意見を聞かなくなり、一方的
に物事を決めて行動することにつなが
るかもしれません。
　松下幸之助さんは、著「素直な心に
なるために」の中で、次のように述べ
ています。「社長の考えだけで、部下
の意見を聞かない会社はうまくいきま
せん。気やすくものが言えるようにし
なければなりません。自分が正しいと
か、偉いという心に捉われると、人の
話を聞かなくなり、やがて失敗しま
す。衆知（みんなの知恵）を集め、物
事を決めることが大切です」
　一人ひとりが、相手の話に耳を傾けて、
いろんな知恵を集め、お互いに納得し
た上で、行動するよう心掛けたいもの
です。

【問合せ】人権啓発センター
　☎㉒８０１７
　（市役所別館１階）

イ
ベ
ン
ト
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触
れ
合
い
と

　
　 や
さ
し
い
心
を
大
切
に

　

明
治
７
年
に
年
出
校
と
し
て
開
校

し
た
大
山
小
学
校
。
恒
例
行
事
の
「
実

り
祭
り
」
で
は
、
児
童
が
収
穫
し
た

芋
や
餅
米
を
使
っ
た
料
理
で
保
護
者

や
地
域
住
民
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指

定
校
と
し
て
ご
み
拾
い
や
募
金
活
動

な
ど
を
行
い
、
「
や
さ
し
い
心
」
を

育
み
ま
し
た
。

　

「
あ
り
が
と
う
大
山
小
学
校
の
集

い
」
で
は
、
児
童
や
地
域
住
民
の
発

表
で
長
い
歴
史
を
振
り
返
り
、
学
び

や
と
の
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

大山小学校
■創立　明治７年　■児童数　69人

夢
い
っ
ぱ
い
、
や
さ
し
さ

い
っ
ぱ
い
、
元
気
い
っ
ぱ
い

　

標
高
４
０
０
ｍ
に
位
置
し
、
季
節

の
流
れ
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
都
築
小
学
校
の
自
慢
は
、
一
輪
車
。

観
光
祭
で
は
、
７
年
連
続
で
息
の
合

っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
、

観
客
を
沸
か
せ
て
き
ま
し
た
。

　
「
あ
り
が
と
う 

都
築
小
学
校
」
の

会
で
は
、
児
童
発
表
の
後
、
保
護
者

や
先
生
な
ど
が
結
成
し
た
バ
ン
ド
の

演
奏
に
児
童
も
参
加
し
、
振
り
付
き

の
歌
を
披
露
。
会
場
か
ら
温
か
い
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

都築小学校
■創立　明治５年　■児童数　15人

と
し
で

思
い
出
の
校
舎
に
別
れ
を

　
市
で
は
、
児
童
数
の
減
少
が
続
く
中
、

複
式
学
級
の
解
消
及
び
適
正
な
学
校
規

模
を
維
持
す
る
た
め
、
平
成
21
年
１
月

の
日
田
市
立
小
中
学
校
教
育
環
境
整
備

検
討
委
員
会
が
行
っ
た
答
申
を
基
に
、

地
域
住
民
と
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
平
成
24
年
度
に
大
山
地
区

の
大
山
小
学
校
、
鎌
手
小
学
校
、
都
築

小
学
校
が
閉
校
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
３
０
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
３
校
。

閉
校
式
で
は
、
長
年
、
親
し
ん
だ
学
校

が
閉
校
す
る
こ
と
を
惜
し
む
地
域
住
民

や
卒
業
生
が
来
校
し
、
思
い
出
の
品
や

写
真
を
眺
め
な
が
ら
、
感
慨
深
げ
に
別

れ
を
告
げ
て
い
ま
し
た
。

地
域
を
愛
し
生
き
る
喜
び
を

　
　
　  

共
に
分
か
ち
合
う

　

平
成
12
年
か
ら
６
年
生
に
受
け
継

が
れ
て
き
た
「
烏
宿
太
鼓
」
を
始

め
、
炭
焼
き
体
験
や
読
み
聞
か
せ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
大
山
っ
子
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
向
け
て
の
練
習
な
ど
家
庭
・

地
域
と
連
携
し
て
児
童
の
成
長
を
見

守
っ
て
き
た
鎌
手
小
学
校
。

　

式
典
後
に
行
わ
れ
た
「
あ
り
が
と

う
鎌
手
小
学
校
１
３
８
年
の
歩
み
」

の
会
で
は
、
卒
業
生
が
力
強
い
「
ソ

ー
ラ
ン
踊
り
」
を
披
露
。
そ
の
後
、

６
年
生
が
「
烏
宿
太
鼓
」
を
元
気
い

っ
ぱ
い
演
奏
し
ま
し
た
。
会
場
に
は

学
校
行
事
の
写
真
が
掲
示
さ
れ
、
訪

れ
た
人
は
懐
か
し
む
よ
う
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

鎌手小学校
■創立　明治７年　■児童数　57人
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春の陽気に誘われて 大原のしだれ桜
　桜の名所、大原のしだれ桜が暖かな春の陽気に後
押しされ、例年よりも早く開花した。
　見頃を迎えた３月20日からライトアップが始まり、
高さ約12ｍのしだれ桜が光に照らされ妖艶な姿を
披露。美しい桜を一目見ようと多くの見物客が市内
外から訪れ、カメラを手に撮影をするなど、その姿
に見入っていた。

市内の２校で開校式
　大明小・中学校で４月７日、大山小学校で４月８
日にそれぞれ開校式が行われた。
　大明小・中学校（小学生１００人・中学生５６人）
は、市内で初めての施設一体型小中一貫校。式では
６年生の坂本朝香さんと９年生（中学校３年生）の
長澤 創君がそれぞれ「新しい校舎で笑顔を絶やさ
ず元気にがんばりたい」「高学年として自覚を持っ
て、手本となるようにがんばります」と誓いの言葉
を発表し、元気に校歌を斉唱した。
　大山小学校（１３１人）の開校式では、江口 洋
校長が「夢いっぱいの大山らしい元気あふれる学校
にしましょう」と生徒に呼び掛け、梅の花をモチー
フにした新しい校旗が原田市長から江口校長に渡さ
れた。大山小学校は、平成27年４月にＢ＆Ｇ大山
海洋センターの位置に建設する施設一体型小中一貫
校に移転することが決定している。

２人で仲良く満１００歳
　市内で同じデイサービスを利用する伊藤フイさん、
梶原正子さんが、３月28日、そろって１００歳の
誕生日を迎えた。何でも好き嫌いなく食べ、おしゃ
べりが大好きな二人。同施設で行われたお祝い会で
は、施設スタッフや交流のある有田小学校の生徒か
ら祝福を受け「こんなに幸せなことはない。ありが
とうございます」と始終笑みを浮かべていた。

まちのわだ
いＴＯＷＮ

 ＴＯＰＩＣＳ
 ＩＮ ＨＩＴＡ
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鯛生金山３０歳
 ４月14日、鯛生金山で開業30周年記念式典が開催
され、開業に尽力した個人や団体に感謝状を送った。
来賓として招かれたピエール・ゼンゲ駐日カメルー
ン大使が「カメルーンを愛する中津江を中心に、カ
メルーン・日本友好協会ができることが私の夢です」
と語った。その後開催された感謝祭では、長崎県五
島産の本マグロ６００人分の寿司が振る舞われた。

熱演に拍手喝采 あまがせ温泉まつり
　４月14日、天瀬公民館前の広場をメイン会場にあ
まがせ温泉まつりが開催された。この日は、桜滝公
園の完成記念イベントも行われ、訪れた人は晴天の
下、完成したばかりの遊歩道を散策した。地元住民
で構成される天ヶ瀬座の素人芝居では、時代喜劇
「四人の母」と時代人情劇「吉良の仁吉」が上演さ
れ、ユーモアと人情味あふれる熱演で観客を楽しま
せた。

五穀豊穣願い、御田植祭
　４月15日、五穀豊穣と無病息災を祈願する御田植
祭（大分県指定無形民俗文化財）が大原八幡宮で行
われた。牛使いが牛で田すきを行うと、牛が嫌がっ
て足を上げたりするユーモラスなしぐさに、参列者
から笑いが起きた。その後、地元の園児が扮した早
乙女が稲の苗に見立てたセキショウの葉を田に並
べ、今年の豊作を願った。

おや

イースターを楽しもう
　４月20日、国際交流推進員のイ・スヨンさんや
外国語指導助手（ＡＬＴ）とイースターを楽しむイ
ースターパーティーが中央公民館で開催された。参
加した小学生19人は、隠されたお菓子を探すエッ
グハントやスプーンで生卵を運ぶエッグレースに挑
戦。その後、レースやシールで卵に飾り付けを行
い、色とりどりのイースターエッグを完成させた。
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芸術広場
Ａｒｔ　Ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ

第８回
日田市美術展

日本画・洋画・彫刻
・工芸の部

日田市長賞

「夏の日の思い出」　　
武内百々代さん（本町）の作品

【作品評】
緑の樹木と水の流れの構図に新鮮さはないが、自然に対
する作者の優しさが感じられる。

大分県美術協会会長　合田習一

今日から始める防災① ［問合せ］防災・危機管理室 ☎㉒8363（市役所４階）

　消防団員は、火災が発生したら現場で消火活動を行っ
たり、地震や風水害の際に人命救助や避難誘導などを行
うことが任務となります。
　現在、日田市消防団は６つの消防方面団（日田・前津
江・中津江・上津江・大山・天瀬）で構成され、その中に51
の消防分団がありますが、団員定数を割る状況が続いて
います。
　今、ボランティア活動を通じて、地域社会に貢献する人
が増えていますが、あなたも地域の人に頼られる消防団

員になりませんか？
　入団するときは、住ん
でいる地域の分団に入
団することが原則です。
知り合いの分団員に入団
したい旨を伝えれば、必
要な手続を教えてくれま
す。また、最寄りの振興局
や市役所に連絡しても結構です。　

あなたの活躍を地域のみんなが待っている！

消防団員募集
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図書館に行こう 淡窓図書館　☎㉒２４９７
開館時間：午前10時～午後７時（日曜日は午後６時まで）

え、なんでまた？
宮藤官九郎／著
文藝春秋

□とき
　５月11日㈯　午後３時～４時
　５月25日㈯　午前11時～正午
□ところ　児童コーナー

おいでよ！おはなし会

５月の休館日（　…休館日）

　バッテリー式の個人のパソコンに限り、持込みができます。ただし、プリンタ
ーやスキャナなどの周辺機器の持込みはご遠慮ください。

パソコンの持込みができるようになりました

　期間中に図書館で本を借りると、一冊の貸出しにつきスタンプを１個押しま
す。スタンプが30個たまったら図書館に備付けの抽選箱に入れてください。年
３回の抽選でプレゼントが当たります。是非、ご参加ください。
□対象　中学生以上の図書館利用者（小学生以下は夏頃開催予定）
□期間　平成26年３月末まで
※スタンプラリーの台紙の配付は12月末までです。

平成25年度のスタンプラリーが始まりました

４
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３

31
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９
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１

29

８
15
22

28

７
14
21

27

６
13
20

26

５
12
19

土日 月 火 水 木 金

図書館の本を読んで、挑戦してみました！

新刊紹介

　１日８時間以上も
せりふと格闘する著
者が、思わず聞き返
したくなる名＆迷せりふを集めた最
新エッセイ。巻末には大人計画の俳
優である皆川猿時、村杉蝉之介、荒
川良々のてい談を収録。

オリンピックのアスリートたち
錦織 圭　
本郷陽二／編
汐文社

　楽天ジャパンオー
プンの決勝戦で日本
人が優勝。快挙を成
し遂げた錦織圭選手。「世界のトッ
プへ」「ジャパンオープンの優勝」「負
けず嫌いの少年」「階段を上る」など、
これまでの歩みをつづる。

１０１歳の金言
日野原重明／著
ダイヤモンド社

　２度の大病、太平洋
戦争、ハイジャック
に遭遇し、命の危機
を耐え、76年間臨床医として歩んでき
た著者が贈る、金言集第２弾。人生訓、
健康法、仕事やリーダーの心得、政治
への提言まで、51の言葉を記す。

食品サンプルの作り
かた、教えます。
今井規雄／著
新星出版社

参考にした本

　どちらが本物のチョコレートか分かりますか？
正解は右のチョコレートです！
　図書館の館内を歩くと、めったに人が手に取ら
ないような専門書を見掛けることがあります。そ
の中で何かに挑戦してみようと思い「食品サンプ
ル」を作りました。食品サンプルといえば、宙に浮

いたフォークにパスタと思っていたのですが、かなり高度な技術が必要
となり素人の私には難しかったので、初心者でも簡単にできるチョコレ
ートを作ってみました。チョコレートの食品サンプルは私なりに上手に
できたのではないかと感じています。
　図書館にはいろいろな種類の本が多くありますので、皆さんも何か面
白い本を見付けて挑戦してみてはいかがでしょうか？
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松原児童館（☎２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

ひのくま
子育て支援センター

☎㉒７５０５

●子育て相談
　10日㈮
　午前11時～午後４時
★スクラップブッキング
　20日㈪　午後１時15
分～２時50分
●リトミック
　27日㈪　午前11時15
分～11時45分
●４・５月生まれの誕生会
　29日㈬　午前11時～

丸の内
子育て支援センター

☎㉓１８９０

●身体計測
　７日㈫
　午前９時30分～正午
★トッポンチーノ
　11日㈯　午後０時30
分～３時30分
★小袋先生の発達相談
　29日㈬　午前９時30
分～午後４時

チャイルド
プラザ

☎㉕５３００

★ペタペタの日
　９日㈭　午前11時～
★親子体操の日
　15日㈬　午前11時～
★ベビーヨガ
　21日㈫　午前11時～
●お誕生会
　22日㈬　午前11時～

日田市の人口
（平成25年3月31日現在） 

■人口
　70,545人
　（前月比-523人）
・男　33,296人
・女　37,249人
■世帯数
　26,971世帯

千崎桃李ちゃん
（１歳・南友田町）

とうり
中嶋彩絢ちゃん
（１歳・大山町西大山）

さあや

堀田徠亜ちゃん
（３歳・南友田町）

らいあ

梅山空美ちゃん
（１歳・古金町）

そらみ

原田実優奈ちゃん
（２歳・田島３丁目）

み ゆ な

川津千優ちゃん
（３歳・日ノ出町）

ちひろ

堀 宗汰郎ちゃん
（１歳・三河町）

しゅうたろう

中島亜沙斗ちゃん
（３歳・中釣町）

あ さ と

横山翔太郎ちゃん
（３歳・竹田新町）

しょうたろう

横田晃尚ちゃん
（２歳・丸山２丁目）

てるひさ
柳瀬成琉ちゃん
（２歳・源栄町）

な る

藤見 雛ちゃん
（３歳・上城内町）

ひな
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★印は事前予約が必要です。※児童館の利用には、年１回登録申請書（押印必要）を提出してください。

元気な日田っ子集まれ！

　７月に誕生日を迎える３
歳までのお子さんが対象です。
６月１日までにお申し込み
ください。（抽選の結果は、
当選者のみに連絡します）

□はがき 住所、お子さんの
氏名と生年月日、保護者名、
昼間の連絡先の電話番号を
記入の上、郵送

□ホームページ  市ホーム
ページ（電子申請システ
ムのページ）から申込み

□携帯電話　下記の２次元
コードから申込み

※申込みの際は、写真を送
付する必要はありません。

　〒877-8601（住所記載不要）
総務課広報係☎㉒８６２７

中央児童館
☎㉗６４０６

●おうちの人への
　プレゼント作り
　８日㈬・９日㈭
　午前10時30分～
●子育て講演会
　15日㈬　午前11時～
●芋苗植え
　29日㈬　午前11時～
★いつか働きたい！
　ママさんのための
　キャリア講座
　30日㈭　午前11時～

天瀬児童館
☎８９２２

●新聞でチャレンジ
　４日㈷
　午前10時30分～
●メッセージボード作り
　８日㈬
　午後３時30分～
●夏野菜を植えよう
　23日㈭
　午前10時30分～
●壁面製作
　30日㈭
　午前10時30分～

大山児童館
☎２９０１

●こいのぼり作り
　３日㈷・４日㈷
　午前10時30分～
●おうちの人への
　プレゼント作り
　８日㈬・11日㈯
　午前10時30分～
●読み聞かせ
　15日㈬
　午前10時30分～
●おしゃべり広場
　29日㈬
　午前10時30分～

まえつえ
子育て支援センター

☎２４０９

●ランチｄaｙ
　15日㈬　午前10時～
●お誕生日会
　21日㈫　午前10時～
●せいまお兄さんと
　遊ぼう！
　24日㈮　午前10時～

武石 和ちゃん
（１歳・天瀬町合田）

のどか

安心院璃子ちゃん
（１歳・中釣町）

り こ
神川瑛佑ちゃん
（１歳・朝日ヶ丘）

えいすけ
高野さくらちゃん
（１歳・日ノ隈町）

森山タオちゃん
（３歳・朝日ヶ丘）

佐藤はなちゃん
（３歳・城町２丁目）

平川玄晟ちゃん
（１歳・鶴河内町）

げんせい

千原美月ちゃん
（３歳・田島２丁目）

みづき

梶原莉緒ちゃん
（１歳・日ノ出町）

り お

じ
ど
う
か
ん
・
支
援
施
設

５
月
の
主
な
催
し

子
育
て
を
応
援
し
ま
す
！

Ｈａｐｐｙ
Ｂｉｒｔｈｄａｙ！

５月生まれ
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午前９時30分 オープニング
午前10時～ 日田市民楽団
午前11時～ 獣電戦隊キョウリュウジャーショー
正午～　 五馬保育園ステージ
午後１時～ カクテルショー
午後２時～ 獣電戦隊キョウリュウジャーショー

ステージイベント

ふあふあパンダ
※天瀬振興局からシャトルバスを運行します。

　バラの鉢物販売、バラの育成相談会、お楽しみ抽選
会（期間中の土・日曜日）、夜のバラ観賞会（５月
17日・18日）を開催します。

・時　間　午前９時～午後５時（毎週火曜日は休館）
　　　　　（12日のみ午後４時まで）
・ところ　ローズヒルあまがせ（天瀬農業公園）
・入園料　高校生以上３００円
　　　　　小・中学生１００円

　ローズヒルあまがせ　　☎８１８７
　天瀬振興局産業建設課　☎３１４７

ふれあい広場

春のバラフェア ５月12日㈰～26日㈰

　春のバラのシーズンがやってきます。
　五馬高原の広々とした豊かな大自然の中で育った、
優雅で華麗なバラの花の鮮やかさと香りを楽しみな
がら、ゆったりとした時間をお過ごしください。

５月12日㈰

母の日に贈る、バラ色の時間

遊花祭 Happy
Mother's Day

午前９時30分～午後４時
ローズヒルあまがせ
（天瀬農業公園）

　

４
月
21
日
、
吹
上
町
の
吹
上
神
社
そ
ば
に
淡
窓
先

生
の
詩
碑
が
建
立
さ
れ
、
除
幕
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
詩
碑
は
淡
窓
先
生
を
顕
彰
す
る
淡
窓
会
が
吹
上

町
自
治
会
と
協
力
し
て
建
立
し
た
も
の
で
、
市
内
で

は
15
基
目
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
詩
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
漢
詩
は
「
吹
上
山

観
音
堂
」
と
い
う
五
言
律
詩
で
す
。
淡
窓
先
生
が
咸
宜

園
の
塾
生
と
と
も
に
吹
上
観
音
を
訪
ね
た
様
子
を
詠
ん

だ
も
の
で
、
当
時
の
吹
上
観
音
に
続
く
道
や
周
囲
の
情

景
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
式
で
は
、
地
元
光
岡
小
学
校
４
年
生
の
中
村
航
君

と
２
年
生
の
伊
藤
成
美
さ
ん
が
除
幕
を
行
い
、
淡
窓

会
を
代
表
し
て
佐
藤
誠
一
郎
副
会
長
が
「
地
元
の
協

力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
実
現
し
た
。
心
か
ら
感
謝
し

た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
石
碑
の
隣
に
は
建
立
記

念
と
し
て
八
重
桜
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

淡
窓
詩
碑
を
建
立


